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正 雄
1980年に入って展開された新貿易理論 (NewTrade Theory)の中で貿易政
策との関連で最も関心を集めているのが、国際複占競争の下での貿易理論であ
る。とりわけ Brander(1981)、Brander-Spencer(1984、1985)、Eaton-Grossman
(1986)などの論文によってスタートした戦略的貿易政策は、両国企業の間の
相互依存関係を者慮し、貿易政策によって両企業間のゲームの均衡を自国企業
に有利になるように修正しようとするものである。これは1970年代に我が国企
業が国際市場で成功してきた事実をモデル化したものであるとされるが、戦略
的貿易政策が伝統的な貿易政策の考え方を大きく変えるものであることは間違
いない。例えばBrander-Spencer(1985)は、輸出補助金による自国政府の介
入が自国のwelfareを高めることを示しているが、これは完全競争と distor-
＊日本経済研究奨励財団から「WTO、地域統合、および戦略的貿易政策」に関する研究に対
して、研究費の助成を得ました。謝意を表します。
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tionsのない世界では成り立たないことである。しかし少数の企業の依存関係を
どのように考えるか、またどのような市場を考えるか等によって、さまざまな
モデルを作ることができる。例えば、企業の政策変数を生産量とするか価格と
するか、推測的変化をどのように考えるか、統合された市場を考えるのか分割
された市場を考えるのか、などによって多様なモデルを考えることができ、そ
れに応じた多様な結論を得ることができる。
現在、先進国の産業と貿易の中心を占める半導体産業や自動車産業を考えて
みよう。日米両国にとってもそれは重要な産業であるが、そのような産業は寡
占的で、両国の寡占企業は互いに競争しながら、それぞれ国内市場と外国市場
で同一財を販売している。日米両市場は区別されており、区別された両市場に
互いに同一財を輸出し合っている。このようなモデルは相互市場 (Reciprocal
Market) Modelといわれる。半導体や自動車の貿易にはこのモデルが最も適し
ている。ここでは半導体産業を想定して、Recipro1;alMarket Modelで自国（我
が国）が行う貿易政策の効果や最適貿易政策の間の関係などを検討することに
したい。我々はもし自国市場の逆需要関数が直線であれば、自国企業の自国市
場への最適販売補助金と外国企業からの輸入に対する最適関税の間に sym-
metricalな関係があることを示すことができる。使うモデルはBrander-Krug-
man(1983)、Brander-Spencer(1984)、Wong(1995)と同じである。特にWong
(1995)によっている。
[ 2 Jモデル
自国（日本）と外国（アメリカ）の半導体産業に 1企業があり、それらが同
質財を生産して互いに両国市場に輸出し、クールノー競争をするものとする。
日本企業が日本市場とアメリカ市場に供給する財の量を、それぞれx、x、アメ
リカ企業が日本市場とアメリカ市場に供給する財の量を、それぞれx*、X*とす
る。日本市場と外国市場における財の需要量を q、q*とすれば、均衡では
q=x+x* (1) 
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q*=X+X* (2) 
となる。
自国市場と外国市場における逆需要関数をそれぞれp(q)、p*(q*)としよう。
p'=dp/dq<O、p*'=dp*/dq* <Oである。自国政府はゲームの第1段階で、自国
市場における自国品国内販売補助金r、外国品輸入関税t、および自国品輸出補
助金s(いずれも財1単位当たり）を決め、両国企業は第2段階で両市場でクー
ルノー競争をするものとする。これに対して外国政府は何も政策介入を行わな
いものとする。両企業の一定の限界費用と固定費用をそれぞれC、c*、f、f*と
すれば、両企業の利潤は
冗=xp(q)+ Xp* (q*) -c(x+ X)-f+rx+sX 
が =x*p(q) + X*p* (q*) -c* (x• + X*) -f• —tx• 
(3) 
(4) 
となる。サブゲーム完全均衡を得るために、ゲームの第2段階を最初に解く。
(3)をx、Xで、また(4)をx*、X*で偏微分することによって、次の利潤最大化の
一階の条件を得る。
冗x=p(q)+xp'(q)-c+r=O 
,rx=p* (q*) + Xp*'(q*) -c+s=O 
がx•=p(q) +x*p'(q)-c* —t=O 
がx•=p*(q*) + X*p*'(q*) -c* =O 
(5) 
(6) 
(7) 
(8) 
自国市場についての(5X7lで、変数は x、x*で、パラメターは r、tである。他方
外国市場についての(6X8lで、変数は X、X*で、パラメターは Sである。 r、t、
Sで表される貿易政策がx、x*、x、X*にどのような効果を与えるかを考える。
ここでは外国市場における最適輸出補助金だけでなく、自国市場における最適
販売補助金と最適輸入関税を同時に考える点で、より一般的である。
[ 3 J貿易政策の効果
最初に自国市場における rとtの効果を考えよう。 (5X7)を全微分すれば
p'(dx+dx*) +p'dx+dp" (dx+dx*) +dr=O (9) 
69 
70 闊西大学『経清論集j第46巻第1号 (1996年4月）
p'(dx +dx*) +p'dx*十x*p"(dx +dx*) -dt=O 
を得る。
(10) 
ここでp'+xp" = </J< 0、p'+x*p"=がく0とする。逆需要関数のスロープはマ
イナスであるのでp'<Oであるが、仮に p">O、つまり需要関数が原点に con-
vexであってもその値がそれほど大きくなければ、¢ と</,*はマイナスである。
ここではそのように仮定する。¢ とが‘を用いて(9XIO)を書き直せば
[ ef,+ p'</, ] [ dx) = [―dr 
がが+p'dx* dt) 
(lU 
となる。 (1りの左辺の行列式の値を Dとすれば、 D=(p')2+p'(ef,+ef,*) >Oとな
る。 (Inから次を得る。
dx=ー [(<f, *十p')dr+<f,dt]/D
dx* = [<f, *dr+ (<f, +p') dt]/D 
(12)(13)から ax/ar>O、ax/at>O、ax*/ar<O、ax*/at<Oを得る。
(12) 
(13) 
これから自国の自国品販売補助金と輸入関税は自国市場における自国品の販売
量を引き上げ、外国品の販売量を引き下げることになる。これはrとtは共に自
国企業の財を相対的に安くするからである。 (12)と(13)を加えれば
dx+dx* =dq= (p'dt-p'dr) /D=p'(dt-dr) ID (14) 
となる。 (14)から aq/at<O、aq/ar>Oを得る。さらに (dt-dr)>Oであれば
dq<O、また(dt-dr)<Oであればdq>Oとなる。販売補助金と輪入関税の変化
の大きさが、自国市場における供給量の変化を左右することが知られている。
したがって自国市場における価格の変化も 2つの政策の大きさに左右される。
次に輸出補助金 SがXとX*に与える効果を考えよう。 (6)(8)を全微分し、
p*'+ Xp*"=<t><O、p*'+X*p*"=<t>*<Oとすれば、次を得る。
[ <I>:~*'<I>* 十:p*'] [ ::*] = [―:s] (15) 
ここでも <I><O、かく0を仮定するが、それはもし外国の需要曲線が強く con-
vexでなければ満たされる。 (15)の左辺の行列の行列式を D*とすれば、 D*=
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(p*')吐 p*'(4>+4>*)>Oとなる。
(15)から
ax/as=-(が +p*')/D*>O
aX* /as=4l* /D* <O 
を得る。したがって両者を加えれば
ax/as+ ax• /as= aq•/as= -p*'/D*>O 
06) 
Q7) 
US) 
となる。 U6)(17)から、自国の輸出補助金は外国市場への自国企業の輸出を増やす
が、外国企業の販売量を減少させる。しかしU8)から、外国市場全体としては供
給量を増加するので、外国市場での価格は低下する。これは自国市場の場合と
対称的である。
[ 4 J最適貿易政策
自国政府は自国のwelfareを最大にするように自国市場でrとtを決め、外
国市場でSを決めるものとして、それぞれの最適値を求めることにする。自国の
welfare(W)は、消費者余剰 (CS)利潤（冗）、および純税収入 (tx*-rx-sX) 
の和である。利潤関数(3)を考慮すれば
W=CS+n+ (tx*-rx-sX) 
=CS(q) +xp(q) + Xp* (q*)-c(x+ X)-f+tx* U9) 
となる。ただし CS(q)=~p(v)dv-p(q)q である。前述のように、自国市場と
外国市場は区別されているので、自国政府は自国市場で最適なrとtを決め、外
国市場で最適な Sを決めることになる。最初にrとtの最適値を求めよう。
U9)をX とx*で偏微分してゼロとおけば次を得る。
aw/ax= a[~q p(v)dv]/ax-p-qp'+p+xp'-c+x* (dt/dx) = 
(p-c) -x*p'+x• (dt/dx) =O 
aW/ax*= -qp'+xp'+t+x* (dt/dx*) =O 
(20) 
(2U 
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ここでdt/dx、dt/dx*を求める必要がある。いま dt/dxを求めるときにはx*
を一定とし、 dt/dx*を求めるときには Xを一定とする。 U3)から x*が一定のと
き、 rとtは
dr=-[(<f,+p')/が]dt 似）
の関係にあるので、これをU2)に代入して D={p')2+p'{<f,+<f,*) を用いれば
dt/dx= <f, * (23) 
となる。また(12)から Xが一定のとき rとtは
dr=-[<f,/(が+p')]dt (24) 
の関係にあるので、これをUs)に代入して D=(p') 2+p'(</, +が）を用いれば
dt/dx*=が十p' (25) 
となる。 (23)(25)を(20)(20に代入すれば
aw /ax= (p-c) +x* (が一p')= (p-c) + (x*)2p"=O (26) 
aw/ax*=t+x*が=O (J) 
となる。 (26)に(5)を考慮すればrの最適値は
r= -xp'+ {x*) 2p" 
となる。ここでもし p"=Oであれば
r=-xp'>O 
となる。他方仰から
t=-x*が＝一x*{p'+x*p")
となる。ここでもし p"=Oであれば
t=-x*p'>O 
となる。
(28) 
(29) 
(30) 
(30 
(29)と(30は興味深い関係を示している。いま p"=O、したがって自国における逆需
要関数が直線であるとしよう。その場合自国市場における 2つの貿易政策、つ
まり自国企業への販売補助金と外国企業からの輸入に対する関税の最適値は、
symmetricalな関係にあることが知られる。そしてその最適値は両企業の販売
量に比例するものである。もし x=x*であればr=tであり、 x>x*であれば
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r>tであり、 x<x*であればr<tとなるのである。
次に輸出補助金の最適値Sを求める。自国市場における均衡は成立している
としてU9lをSで微分してゼロとおき、 (6)U6)U7)を用いれば、次を得る。
aw/as=珈;ax・ ax/as十年/aX*•aX* /as+ X-s• aX/as-X= 
Xp*'(</,* /D*) +s[ (</,* +p*') /D*] =O 
(32) 
(32)から最適輸出補助金Sは
s= -[Xp*'qi*]/ (qi*十p*')>O (3) 
となる。また初期に外国市場で自由貿易が行われておれば、 (32)でs=Oであるの
で
aw/as=Xp*'(qi*/D*l >O (34) 
となる。したがって、初期の自由貿易の状態から輸出補助金を与えることによ
って、自国はwelfareを高めることができるのである。これは外国市場での自
国の反応曲線を輸出補助金によって自国に有利なようにシフトさすことができ
るという戦略的貿易政策を示唆している。
以上のように、 ReciprocalMarket Modelで3つの貿易政策の最適値を求め
た。 r、t、Sの最適値は(28X3DX3)で与えられており、 rとtはX とx*の関数、 Sは
XとX*の関数として与えられる。とりわけ半導体のように財については、各国
は輸出と共に輸入も行っており、したがって輸出輸入両面について最適貿易政
策を求める必要がある。
[ 5]結び
戦略的貿易政策のモデルでは、国内消費がなく両国企業とも第3国市場に輸
出するとする ThirdMarket Modelがよく用いられてきた。それは両企業のラ
イバル関係を最も明確に示すことができるからである。しかし半導体や自動車
のような戦略的に重要な産業については、各国は国内で消費すると共に互いに
輸出し合っている。したがって Third Market Modelよりも、 Reciprocal
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Market Modelで、各国が行っている多様な貿易政策の効果を検討する必要が
ある。半導体の貿易をみれば分かるように、各国は自国市場での自国企業の製
品の販売を促進すると共に、外国からの輸入を制限するような政策をとってい
るからである。したがって、不完全競争下の輸出入両面における最適貿易政策
を考える必要がある。ここでは ReciprocalMarket Modelで、自国市場におけ
る逆需要関数が直線の場合、自国政府の自国企業の製品に対する最適販売補助
金と外国企業からの輸入品に対する最適関税の間に、対称的な関係があること
を示すと共に、輸出での最適輸出補助金の値も明らかにした。
勿論、以上のモデルは両国の輸出産業に 1企業が存在し、それらが国際的に
複占競争をすると仮定した最も簡単なモデルである。ここでは輸入競争産業の
存在を考えていないし、外国の報復も考えていない。またクールノー的数量競
争を仮定しているという点でかなり限定されたものである。しかしより一般的
なReciprocalMarket Modelで、 1国が行うさまざまな貿易政策を同時に分析
している点で意味があると思う。
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